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　2011年10月15、16日、「被災地・東北の復興と新しい日本社会の創造へ－人と地域を結ぶ新しい
働き方＝協同労働による「よい仕事」への挑戦」というスローガンのもと、日本労協連や協同総研な
どが共催し、「全国よい仕事研究交流集会2011」が開催された。
　東日本大震災、福島原子力発電所事故による原発安全神話の崩壊・破たんを経て、「日本社会をつ
くりかえる新しい協同労働運動」「当事者と共につくりあげる仕事おこし」「FEC自給コミュニティへ
の取組み」など、東北の復興とともに、さまざまな困難を山積させてきた日本社会を根底から問い直
す局面の時代に、あたらしい日本社会の在り方を模索する場となった。
　初日は狭山市民会館に於いて、東北被災地における被災者自身による仕事おこしや地域再生にむけ
たパネルディスカッションと東北の地からあたらしい日本社会の創造をめざすことをテーマに記念鼎
談が行われた。
　二日目は、労協センター事業団を中心に、地域労協、高齢協事業所も地域別集会へ参加し、そこか
ら選出された代表が15の分散会に分かれ、実践報告を行った。当日は協同総研会員や研究者の方々に
もコメンテーターとしてご参加いただき、議論を深めていただいた。
　また、今回は新しく「協同総研特別研究員」を設け、15名の現場リーダーにその任を委譲し、本誌
分散会報告へも寄稿していただいた。各研究員の報告概要については古谷研究員が「特別研究員の報
告と「よい仕事」の研究」と題して収録している。
　この山積した社会の困難に対峙し、生活と地域と社会の必要に応える「仕事起こし」と「よい仕事」
はこれからの日本社会再創造の時代において焦点となる研究テーマのひとつである。今号では初日パ
ネルディスカッションおよび記念鼎談の要旨報告とともに、各分散会での討議内容を中心に報告する。
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